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例 会 日 時　毎週月曜日

　　　　　　12：30 ～ 13：30

例 会 場　刈谷市新栄町３の26

　　　　　　　刈谷商工会議所内

事 務 所　TEL〈0566〉22-2111

　　　　　　FAX〈0566〉25-2111

メ ー ル　kariyarc@katch.ne.jp

ホームページ　http://www.kariya-rotary.com

会 長　近 藤 純 子

幹 事　加 　 藤 　 大 志 朗

会報委員長　杉 浦 守 康
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UNITE FOR GOOD　よいことのために手を取りあおう
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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：30	 １．点　鐘……〈会　長〉

	 ２．開会宣言

	 ３．ロータリーソング斉唱……四つのテスト

	 ４．ゲスト紹介

米山奨学生　グエン　コン　カン さん

	 ５．会長挨拶

	 ６．幹事報告

	 ７．出席報告

	 ８．ニコニコボックス報告

	 ９．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（４／６）……

	 　　新会員アワー　岡田晃一郎  会員

	 　　　　  〃  　　　松本　邦亮  会員

	 　（４／13）……

	 　　卓話　「若手職員のメンタルヘルス」

	 　　講師　医療法人成精会　刈谷病院

	 　　　　　　理事長　平野　千晶  様

（紹介者　赤川　一好  会員）

	 10．諸事ご案内……〈親睦活動委員長〉

	 11．点　鐘……〈会　長〉

　12：45	 12．閉会宣言

２．懇親会………〈親睦活動委員会〉

　12：45	 １．開　会……〈司　会〉

	 ２．乾　杯……〈直前会長　内藤　　昇〉

	 ３．食事・歓談

　14：15	 ４．閉　会……〈司　会〉

３．14：30 ～ 15：30　名古屋城散策

出 席

会員総数　92名　　出席免除　21名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　77名

欠　席　18名　　出席率　76.62％

前々回（３／９）の修正出席率 100％

会 長 あ い さ つ

近藤　純子

　皆さま、こんにちは。本日は名古屋まで足をお運び頂

き、お花見家族例会にご参加くださり、ありがとうござ

います。

　また、ここエスパシオは、旧ホテルナゴヤキャッスル

から、昨年10月に新しく生まれ変わりました。「お城の

横にお城がもう一つできた」と言われるように、お城の

ようなデザインと豪華な仕様で、美術館のようなホテル

となりました。本日は名古屋城の桜と併せてこの素晴ら

しい会場も楽しんでいただければ幸いに存じます。

　さて、今年は暖かな日が続いており、桜は名古屋では

平年よりも７日早く、３月17日に開花宣言がありました。

観測史上最速タイだそうです。

　毎年、春が近づきますと、「今年の開花予想」が話題

になります。最近はAI を駆使しての予測が行われてい

るようですが、桜がいつ咲くかについては、昔から知ら

れている法則があります。

　その代表的なものが、「600度の法則」です。これは、

２月１日から毎日の「最高気温」を足していき、その合
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計がだいたい600度に達したときに桜が咲く、というも

のです。

　桜は、日々の暖かさを、まるで「貯金」をするように

少しずつ蓄え、その合計が一定の額に達したときに、よ

うやく花を咲かせるようです。

　こうして、暖かな南の地域から、ゆっくりと気温が上

がる北の地域へと、桜前線は日本列島を鮮やかに彩りな

がら北上していきます。

　日本の桜は、なぜあれほど見事に、一斉に咲き揃うの

でしょうか。

　それは、日本の桜の多くが「ソメイヨシノ」という品

種であることに由来します。この桜は幕末から明治にか

けて、現在の東京、駒込にあたる「染井村」から広めら

れました。ソメイヨシノの最大の特徴は、すべて接ぎ木

によって増やされることです。つまり、全国にあるソメ

イヨシノは、同じ遺伝子を持ったクローンのような存在

なのです。

　遺伝子が同じということは、花が咲く条件も、気温の

感じ方も、全く同じです。そのため、条件さえ整えば、

まるで示し合わせたかのように一斉に咲き誇ります。も

し桜の遺伝子がバラバラだったら、開花の時期もバラバ

ラになり、今のように日本中が一つになって「お花見」

を楽しむ文化は生まれていなかったかもしれませんね。

　桜は、厳しい冬の寒さに耐えながら目を覚まし、春の

暖かさを一日一日、実直に積み重ね、その時が来たら一

気にその命を輝かせます。

　その姿は、私たちの人生や日々の活動にも通じるもの

があるように感じます。目に見えない小さな積み重ねこ

そが、いつか必ず、美しい花となって現れる。

　今年の桜も、そんな自然の営みの中で、見事に咲きま

した。本日はちょうど見ごろを迎えた桜を愛でながら、

皆さまと共に楽しく、笑顔が溢れる時間を過ごしてまい

りたいと思います。

　本日はどうぞよろしくお願い致します。

ゲ ス ト

米山奨学生　グエン　コン　カン さん
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